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秋
の
火
災
予
防
運
動

11
月
9
日
〜
15
日

「
消
し
た
は
ず

決
め
つ
け
な
い
で　
も
う
一
度
」

（
23
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

秋
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
も
強

く
火
災
の
多
い
季
節
で
す
。
火
災

は
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
、

不
注
意
か
ら
発
生
し
ま
す
。
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

設
置
の
義
務
化
か
ら
3
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

警
報
器
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ

り
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
た
事

例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

寝
室
、
階
段
な
ど
に
は
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

◆
消
火
器
の
破
裂
事
故
に
注
意

腐
食
し
た
消
火
器
を
操
作
し
た

こ
と
に
よ
り
、
消
火
器
が
破
裂
し

た
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
腐
食
が
進
ん
だ
消
火
器
は
絶

対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

不
用
に
な
っ
た
消
火
器
は
、
放

射
、
解
体
な
ど
の
廃
棄
処
理
を
自

ら
行
わ
ず
、
回
収
事
業
者
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
消
防
本
部
予
防
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課 

☎
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◆
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1

放
置
自
転
車
を
撤
去
し
ま
す

11
月
は「
放
置
自
転
車
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」月
で
す
。

こ
の
期
間
中
、
市
で
は
駅
周
辺

お
よ
び
公
共
駐
輪
場
に
放
置
し
て

あ
る
自
転
車
の
撤
去
を
行
い
ま
す
。

自
転
車
を
長
期
間
放
置
さ
れ
て

い
る
方
は
、
速
や
か
に
お
持
ち
帰

り
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
中

と
こ
ろ　
市
内
16
カ
所
の
公
共
駐

輪
場

整
理
方
法　
公
共
駐
輪
場
に
置
か

れ
て
い
る
自
転
車
に
調
査
札
を

取
り
付
け
ま
す
。
そ
の
後
2
週

間
経
過
し
て
も
札
が
付
い
て
い

る
自
転
車
を
保
管
場
所
へ
移
動

し
ま
す
。

移
動
後
の
処
置　
撤
去
・
保
管
し

た
自
転
車
に
つ
い
て
、
車
体
の

記
名
や
防
犯
登
録
な
ど
か
ら
所

有
者
が
判
明
し
た
場
合
は
引
き

取
り
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
そ

の
後
6
カ
月
間
保
管
し
、
引
き

取
り
の
な
い
場
合
処
分
し
ま

す
。

※
盗
難
自
転
車
が
発
見
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、「
自
転

車
防
犯
登
録
」を
し
て
く
だ
さ

い
。

生ごみはなぜクサい？
　生ごみは、腐りやすく、悪臭で困っている人も多いでしょう。悪臭や腐敗の主な原因は、生ごみに含まれる水分です。
台所で出た直後の生ごみは臭くありません。しかし、三角コーナーなどに入れたまま水分を多く含んだ状態で置いておくと、
腐敗し臭いが発生します。それが可燃ごみとして捨てられ、日に当たると、強い悪臭を発生します。
◆生ごみの水分を取らないと…
・腐りやすく悪臭の原因になります。
・ごみ袋が重くなります。
・液だれして、ステーションが汚れます。
・焼却の時間が長くなり、二酸化炭素の排出量が増えて環境にも負担をかけることになります。

生ごみ水きり大作戦
　家庭から出る可燃ごみの約40％が生ごみですが、そのうち約80％は水分だといわれています。
生ごみの水を切ると、約10％の水分を減らすことができます。これにより1世帯あたり年間約17㎏のごみ減量になります。
◆生ごみの水を切ることで…
・悪臭の防止につながり、ステーションが清潔になります。
・ごみの重量が減り、収集運搬作業が軽減されます。
・焼却施設への負荷が減り、焼却時の二酸化炭素排出量を減らすことができます。
　皆さんのちょっとした工夫やひと手間が、ごみ減量とCO2の削減につながります。「生ごみ水切りアイデア集」を紹介しま
すので、ぜひお試しください。
【生ごみの水きりアイデア集】
◆水にぬらさない
・玉ねぎの皮など、初めから乾いているものは水分を含んでいるものとは別にする。
・野菜は洗う前に皮をむく。
◆乾かす
・ 野菜くずや果物の皮は、三角コーナーに捨てず新聞などの上で乾燥させてからごみに出す。
（スイカやメロンなどの皮は、細かく切ると水分が切れやすい。）
・茶がらやティーバッグは乾燥させてからごみに出す。
・排水溝の水切りネットは浅くセットし、こまめにごみを取る。
◆水切り
・三角コーナーを傾けておく。
・三角コーナーから取り出した生ごみは、捨てる前に水きりネットごと上から押してひと絞りする。
・新聞紙で包んで水分を吸収する。　　・水切り用のアイデアグッズを使用する。
・最後の手段！手で絞る。（炊事用手袋をつければ抵抗感が少ないです）
※ 飲食店、工場・事業所から出る生ごみは、地域のステーションに出さないで、直接クリーンセンターに持ち込むか、許可業
者に収集運搬を委託してください。

生ごみ対策でごみ減量にご協力を！
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